
充てん剤を開発した。本稿では、開発したODS充て

ん剤の特性と分離例について紹介する。

2． TSKgel ODS-100V, ODS-100Zの特性

2.1 充てん剤の特性

表１の充てん剤の物性に示すように、ODS-100V及

びODS-100Zは、広い比表面積（450m







このように、ODS-100V、ODS-100Zは、良好なピーク

形状で塩基性化合物の保持の大きい、中性移動相での

測定が可能である。図７及び図８に他社ODSカラム

との塩基性化合物（デシプラミン）及び酸性化合物

（ギ酸）のピーク形状の比較を示します。塩基性、酸

性化合物とも他社ODSカラムと同等以上のピーク形

状を示していることが分かる。







高純度のシリカゲルを使用し、不純金属が混入しない

ように合成されており、有機酸などの酸性化合物に対


